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学術情報流通におけるOAI-PMHの 役 割
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要 旨

学術情報流通の変化は、特 にデジタル環境においてめざましい ものがある。デジタル

資源については、メタデータが適切に作成 ・利用 されることによって効率よく活用で き

ると考えられ、異なるシステム問でメタデータを共通利用す るために定め られた規格が

OAI-PMHで ある。本稿では、学術情報の流通面か らみた必要性、規格 としての技術仕

様、活用事例 といったことを広 く取 り上げる。特 に、OAI-PMHと ダブリンコアとの関

係、横断的検索機能実現 との関わりを論じ、そして、より質の高いメタデー タの活用の

ために、その記述内容 ・質的水準に関わる規定等についてはどうあるべ きか等が引き続

き問題 となることを指摘する。
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1.は じ め に

学術情 報の流通 は、 出版物 、特 に査 読 シス テム を持つ学術雑 誌 に よる フォーマル な学

術 コ ミュニ ケーシ ョンを中心 に行 われて きた。 しか し、近年 の コ ンピュー ター ・シス テ

ム とネ ッ トワークの普及や デ ジタル化技 術等 の進展 に伴 って、研 究者 同士の イ ンフォー

マ ルな学術 コ ミュニケ ーシ ョンの形態 が まず変 わ り、次 に、 フォーマル な学術 コミュニ
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ケーション ・学術情報の流通における変化 もいろいろな形をとってあらわれて きている。

特 にこの数年でインターネット上での各種 システム相互の連携やメタデータの流通が飛

躍的に進んで きた ように、今 日における学術情報の流通はITに 支えられ、コンピュー

ター ・ネットワークというインフラス トラクチャーの上に展開される部分が非常に大き

くなってきている。

学術情報の流通を円滑に進めるには、単 にデジタル資源をネット上に置 くだけでは不

十分である。デジタル資源についてのメタデータが適切に作成 されて有効 に利用 される

ことによって、デジタル資源が効率よく発見され活用されると考えられる。さらにメタ

データを作成 し個々のサイ トに置いただけでは、そのメタデータが広 く共通利用 される

ことにはならない。各サイ トに散在 しているメタデータを共通利用する仕組みが必要で

ある。メタデータを共通利用するために、異なる環境の もとでメタデータを自由に取 り

込む(harvest)仕 組み に関する規格 として登場 したのがOAI-PMH(OpenArchives
の

InitiativeProtocolforMetadataHarvesting)で あ る。OAI-PMHに 関 しては、使用事例 や

技術 仕様 の概 略 につ いて書 かれた文献 は多 いが、規格 出現 の背 景、技術仕 様、活用事 例

等 につ いて包括的 に書 かれ た文献 は少 ない。 と りわけ規格 の技術 仕様 の詳細 に踏 み込ん
　 ラ

だ文献はわずかである。本稿では、OAI-PMHに 関 して、学術情報の流通面からみた必

要性、規格 としての技術仕様、活用事例、といったことを広 く取 り上げる。そ して特 に

技術仕様について掘 り下げて述べることとする。

2.学 術情報の流通にお ける変化

(1)シ リアルズ ・クライシスと電子ジャーナル

1980年 代頃か らの学術雑誌の供給量増加 と価格高騰、それに伴う雑誌購入費用の増大

があ り、読者としての研究者にとってはアクセスの阻害を、著者としての研究者にとっ

ては研究伝達効果の低下をもたらした。 このような現象は研究環境の悪化 をまねく危機

的状況であるとして、シリアルズ ・クライシスといわれるようになった。シリアルズ ・

クライシス解決の糸口としては、電子ジャーナルという新 しい資源形態に(主 に図書館

界か ら)期 待が寄せ られていた。 しか し、電子ジャーナル出現以後 も、査読システムと

雑誌の序列化は変わらなかった。む しろ一部大手出版社の寡占化がすすみ、期待された

価格高騰への有力な対抗手段 とはならなかったのである。 しかしなが ら、こうした電子

ジャーナルの成立 とインターネッ ト(WWW)の 発達及 び電子文書共通フォーマ ット

(PDF)の 普及をうけて、1990年 代後半より、学術研究論文をは じめとした学術情報の

流通形態は、インターネットを介した電子流通への移行が顕著になった。
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(2)オ ー プンア クセス と機関 リポジ トリ

他方 、研 究者 が個人的 にイ ンターネ ッ ト上 で研 究成果 を公 開す る例 もでて きて、やが

てそ れ らが連携 する動 きが形作 られてい く。1994年 にStevanHarnadが セ ルフ ・アーカイ
の

ビング(selfarchiving)を はじめて提唱 し、学術論文の著者はプレプリントお よびポス

トプリントをインターネット上で無料公開すべ きである、 という議論を展開した。それ

以来、 さまざまな議論を経ながら、学術情報をオンラインにより無料で制約なく利用で

きるようにすることを理念 とするオープンアクセス運動 として発展 し定着をみせている。

セルフ ・アーカイビングの形態 としては、研究者自らがプレプリントやポス トプリン

トを公開 し情報交換するための分野別(分 野特化型)のeプ リント・サーバー(e-print
　ラ

server)が 出現 し、次 に機 関別 にアー カイ ブを行 う機 関 リポ ジ トリ(IR:Institutional
らラ の

Repository)も 登場 して きた。特に前者はインフォーマルな学術 コミュニケーションの

促進を目的としては じまったものであるが、両者は分野別か機関別かという違いだけで

なく、オープンアクセスを実現するモデルという観点か らも異なった発展の形態 をそれ
の

ぞれ にみ るこ とがで きる。

機 関 リポ ジ トリの定義 について は必 ず しも一様 で はな く、その点 について こ こで は論

じないが、米 国研 究 図書館協 会(ARL:AssociationofResearchLibraries)が1998年 に

設立 したSPARC(ScholarlyPublishingandAcademicResourcesCoalition)は 、2002年
　　

に 「機関リポジ トリ擁護論:SPARC声 明書」 を発表 してお り、この声明書は機関リポ

ジ トリの概念を広 く知 らしめたといわれている。この中で、機関リポジ トリの目的は、

既存の学術雑誌のシステムに取 って代わるのではな く、その独 占的なインパク トを弱め

ることにあるとしている。そして、機関リポジ トリや他のオープンアクセスの動向が競

争による価格抑制効果を生む一方、学術機関で生 まれた情報内容 とは一線を画す価値を

付加することで、伝統的学術出版社は市場勢力図の一部を形成 し続けるだろう、 として
　 う

い る。

なお、 オ ー プ ンア クセス を実現 す る方法 と して は、 セル フ ・アー カイ ビ ングの他 に

オ ープ ンアクセス ・ジャーナル と しての出版が ある。 これは電子 出版 に関 わる費用 を著

者負 担等 とす るビ ジネスモ デル を形成 してい るが、 勢力 と して は限定 的 な もの に と ど

まってい る。 また、 日本 国内の機 関 リポ ジ トリの大 きな特徴 としては、 コ ンテ ンツ数 に

占め る紀 要 論 文 の 割合 が高 い こ とが あ げ られ る。 国 立情 報 学研 究所(NII)に よ る

「IRDBコ ンテ ンツ分析 」 に よれば、資 源 タイプ別 コ ンテ ンツ割合 におい てDepartmental

BulletinPaper(紀 要 論 文)がJournalArticle(学 術 雑誌論 文)の4倍 近 くあ り、全 体 の
　　　

過半を占める。従来、研究紀要の多 くは交換によって入手 され、直接アクセス可能なの

は交換先機関に限られていたものである。プレプリン トやポス トプリントのオープンア

クセス化の広まりとは別に、 こうした研究紀要や会議資料 といったいわゆる灰色文献 も
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機関リポジ トリに収録 され、 より広 く流通するようになってきた状況 もみることができ

る。

(3)リ ポジ トリ間における相互運用性の追及

出版社系電子 ジャーナル、セルフ ・アーカイビング、あるいはまたオープンアクセ

ス ・ジャーナルのいずれも、学術情報の本体 をコンピュー ター ・ネットワーク上の特定

領域に格納 しているものが今 日ではほとんどであり、インターネッ ト上でそのサービス

が提供されている。

中で も電子ジャーナルの普及は、一層の利便性を求めてリンキング技術 を発展 させた。

それは当初 同じ出版社 内での電子 ジャーナル間の引用関係等における リンク付 けに始

まったが、引用文献 リンキングは出版物や出版社をまたいで総合的に機能しなければ有
　ラ

用 とはいえないことから、引用関係の特定のためにデジタルオブジェク ト識別子(DOI)

をベースとして論文単位に出版社問の横断レファレンス ・リンキング ・サービスを行う
ユ　ラ

CrossRefが 登場 した。 さらに、様々な方面からの検索やリンクを実現するために、メタ

デー タや各種識別子等の情報 をURL構1文 に記述 して送信する統一規格であるOpenURL
ユヨラ

と、コンテキス トに依存 し、最適コピーへのアクセスを導 くシステムとしてリンクリゾ

ルバの仕様 も開発 された。

他方、分野特化型eプ リント・サーバーが次々と登場 してきた段 階で、それ らが異な

る設計に基づいていてメタデータの横断的利用が容易でないこと等が問題になった。メ

タデータ運用面における相互不適が明 らかになるにつれ、そうした相互運用性の欠如を
　の

解 決 しよう とす る動 きと してOpenArchivesInitiative(OAI)が 結 成 され、 メ タデー タ

収 集 を通 じて多様 な リポ ジ トリ問の相互 運用 を促進 す るこ とを使 命 とした国際 的な運動
ユらラ

が始 まった。

そ して、 デ ジ タル環境 下 に分散 してい るメ タデー タ資源 を集 め るため の規約 で あ る

OpenArchivesInitiativeProtocolforMetadataHarvesting(OAI-PMH)が 、OAIに よ っ

て2001年1月 に制 定 された。

(4)分 散 したコ ンテ ンツを統合 する役 割 と してのOAI-PMH

OAI-PMHは 、 メ タデ ー タのハ ーベステ ィ ング(harvesting)に よ って、各種 リポ ジ ト

リの システ ムを構 成す るア プ リケー シ ョンに依存せ ず に、相 互運用 可能(interoperabi1-

ity)な フ レー ムワー クを提供 す る。OAI-PMHに う たわれ るinteroperability(相 互 運用性)

と は、複 数の異 なる もの を接続 した り組 み合 わせ て使 用 した ときに全体 として正 し く動

作 す る ことをい う。 またharvestingと は 、 システムが 自動 的に識別 して メ タデー タの収

集 を行 う作業 を指 し 「刈 り取 り」 と見 立 てて いる。OAI-PMHは 、 多種多 様 な リポジ ト

一240一



学術情報流通におけるOAI-PMHの 役割

リか らのメタデータ ・ハーベスティングを可能にするための取 り決めとして、メタデー

タの受け渡 しに関わる各システムがこの規約に従 うことで、異なるシステム同士でのや

りとりを実現で きる基盤を提供 しようというものである。OAI-PMHを 用いることによ

り、 リポジ トリ相互の柔軟なメタデータの流通が可能になる。その具体例としては、複

数の リポジ トリに由来するメタデータを統合 して、広 くリポジ トリへのナビゲー トを行

うポータルサイ トや、特定の主題分野に関するサブジェク トリポジ トリポー タルの構築
ユ　　

が実現 されている。

論文形態の資源 を中心に構成 されているeプ リン ト・サーバーはもとより、機関リポ

ジ トリにおいては、会議資料、教材やシラバス、各種データ(フ ァク トデータ)等 も収

録するリポジ トリもあ り、そうした粒度も異なる種 々の コンテンツがネッ トワーク上で

個々に分散 していては、発見、利用されることも困難である。オープンアクセス運動は

学術情報の流通におけるイニシアチブを研究者サイ ドに取 り戻そうというものでもある

が、そのためには、デジタル化 され公開された各種 コンテンッがただオープンアクセス

で提供 されることに終わるのではなく、多 くの人の目に触れる機会が増えて認知 される

ように、すなわちvisibility(可視性)の 向上に取 り組むことが必要である。OAI-PMHの

登場により、各種 コンテンツのメタデータを広範に集めることが可能にな り、学術情報

の より活発 な流通 に寄与することが期待 される。そ してOAI-PMHの 登場以降、機関 リ

ポジ トリの構築にあたっては、最初から標準的なメタデータの作成 と横断的検索への対

応が念頭に置かれるようにな り、OAI-PMHへ の対応がデフ ァク ト・スタンダー ドと

なっている。

3.OAI-PMHの 技 術仕 様

(1)OAI-PMHフ レーム ワークを構成 する要素 、定 義 と概念

OAI-PMHフ レー ム ワー ク を構 成す る要素 として、 まず 、そ の参加者 は 「デー タ提 供

者(DataProviders、 以 下 「デー タプロバ イ ダ」 と呼ぶ)」、 また は 「サ ー ビス提供 者

(ServiceProviders、 以 下 「サ ー ビス プロバ イ ダ」 と呼 ぶ)」 となる。

・デー タプロバイ ダ

メ タデー タの提 供手段 と して、各 種情 報 を蓄積 したOAI-PMH準 拠 システ ムを運営

す る。

・サ ー ビス プロバ イダ

OAI-PMHを 用 い てデ ー タ プ ロ バ イ ダが提供 す る メタデー タをハ ーベ ス トした上で、

何 らかの機 能(付 加価値 のあ るサー ビス)を エ ン ドユ ーザー に提供 す るシステ ムを

運営 す る。
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エ ン ドユ ーザ ーOAI-PMHサ ー ビ ス プ ロバ イ ダ OAI-PMHデ ー タ プ ロバ イ ダ

g
《単一 リポジ トリの検索》

〉 独 自インタフェース

「

ー、

ノ

(OAI-PMH準 拠)∠一
'イ ン タ フ ェ ー ス 　團

DBMS

面

DBMS:DatabaseManagementSystem、CMS:ContentManagementSystemな ど

→6種 のOAI-PMHの 要 求 を 処 理 す る 機 能 を 有 し、 ネ ッ トワ ー ク ア ク セ ス 可 能 な サ ー

バ ー が 、OA【-PMHリ ポ ジ ト リ と して 機 能 す る 。

DB
一次 データベース

、二次データベースのいずれ もがあ りうる。 メタデータの指 し示す

先が、物理的資源であるか電子的資源であるか、あるいは、それが リポジ トリ内に格

納されているかそれともその他 のデータベースの構成物であるか、については"OAI-

PMHの 将外"で ある。

OAI静 的 リポジ トリゲー トウェイ:

OAI-PMHで は、比較的変更が少ない小規模のメタデータコレクシ ョンをOAI-PMHに よ

り公開す るための簡単 な方法 として、OAI-PMHの6種 の要求を処理で きる静的 リポジ

トリゲー トウェイを介 して、XMLフ ァイルに対 してOAI-PMHに よるアクセスを可能に

する仕様 も提供されている。

ハーベスタ:

OAI-PMHの6種 の要求を発行するアプリケーションであ り、 リポジ トリとして機能す

るサーバーに対 しては、クライア ントの位置付けとなる。

図10Al-PMHに よ り実現 されるメタデータ ・ハーベスティングと

サービス(横 断的検索)の モデル イメージ
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図1にOAI-PMHに よ り実 現 され るメ タデー タ ・ハーベ ス テ ィング とサ ー ビス(横 断

的検索)の モ デルイ メー ジを示 す。

OAI-PMHフ レー ム ワー ク参加者 は両者 の機 能 を一一つ に併せ持 つ こ とも可 能で あるが、

少 な くともデー タプ ロバ イ ダであ りさえすれ ば よ く、必ず しもサ ー ビスプ ロバ イ ダで あ

る必要 は ない。

OAI-PMHフ レー ム ワー ク参加者 の一 方で あ るデー タプ ロバ イ ダは、次 の要素 に よ り

メタデー タを扱 う。

・リポ ジ トリ(repository)

6種 のOAI-PMHの 要 求 を処 理 す る機 能 を有 しネ ッ トワー ク ア クセス可 能 なサ ー

バ ーで、 デー タプロバ イ ダが メ タデー タを開示 ・提供す るた めに管理 ・運営 す る も

のであ る。

なお、 メタデー タが指 し示 す ところの資源(resource)の 有 り様 として、物理 的資

源 であ るか電 子的資源 であ るか 、あ るい は、それが リポ ジ トリ内に格納 されてい る

かそれ ともそ の他 のデ ー タベ ースの構 成物 であ るか、 につ いて は"OAI-PMHの 将
　の

外(outsidethescopeoftheOAI-PMH)"で あ る 。

・ア イテ ム(item)

リポ ジ トリの構 成要素 で、あ る資源 につ いて開示 ・提供 す るべ きメ タデ ー タの元 と
18)

なる"概 念上 の コ ンテナ(conceptuallyacontainer)"す な わち入 れ物で あ り、一つ

一 つ にリポジ トリ内 で一 意 になる固有識別子 が付与 されてい る
。 一つの資源 につ い

ての メタデー タを複数 の メタデー タフォーマ ッ トで格納 して いるか、 または複数 の

フ ォー マ ッ トに対 応 して メ タデー タを生成 す る ことが で きる もの であ って もよい。

後者 の場合、格 納 してい るメタデー タ(内 部 メ タデ ー タ)を サ ー ビス プロバ イ ダの

要 求 す る記 述 仕様(メ タデ ー タス キ ーマ)に 変換 す るた め に、 ク ロス ウ ォー ク

(crosswalk)と い う変換 プ ログラム による処理 を行 って メ タデー タ(外 部 メ タデ ー

タ)を 提供す る。

個 々のア イテ ムは、 実際 に は特 定 の形式 で表 現 され た レコー ド(次 項)と なっ て

ハ ーベス テ ィングされる。

・レコー ド(record)

サ ー ビス プロバイ ダへ提供 されるため に、 ある アイテムか ら情報 が紡 ぎだ されて特

定 の フ ォーマ ッ トで表 現 された形 となった メタデー タ。(特 定 のメ タデー タ フォー

マ ッ トを指定 したサ ー ビス プロバ イ ダか らの要求 に対 し、 アイテムか らレコー ドが

一243一



大手前大学論集 第10号(2009)

生 成 され、XML形 式 で コー ド化 されてバ イ トス トリー ムで返 され る。)レ コー ドは、

a)そ の レコー ドの入 手元 であ るア イテムの 固有識別 子(uniqueidentifier)、b)

そ の レコー ドの メ タデ ー タの フ ォーマ ッ トを識 別す るmetadataPrefix、c)そ の レ

コー ドの生成/変 更/削 除の 日付 ス タンプの組 み合わせ に よ り一意 に識別 される。

レコー ドにはメ タデー タ部の前 に、 これ ら3要 素 と選択 的ハーベ ステ ィングに必要

な各 種属 性値 に よ り構 成 され るヘ ッダー部が つ く。 なお、 日付 ス タ ンプは差分 の

ハ ーベステ ィ ングのた めに必須の要素 であ る。

・セ ッ ト(set)

リ ポ ジ トリには、選択 的ハ ーベス テ ィングを行 え るよ うア イテムをグルー プ化 す る

ための 「セ ッ ト」 をオ プシ ョンと して設 定 で きる。例 え ば、主 題 ・作 成機 関 を フ

ラ ッ トな単一 階層 の リス トとす る、 また は資源種 別(図 書/論 文/教 材等)と い っ

た階層 型のセ ッ トを設定す る ことが で きる。

他 方 のOAI-PMHフ レー ム ワー ク参加 者 で あ るサ ー ビス プ ロバ イ ダは、ハ ーベ ス タ

(harvester)を 用 いて メ タデー タをハーベ ス トす る。ハ ーベ ス タはOAI-PMHの 要 求 を発

行 す るアプ リケ ーシ ョンで あ り、 リポジ トリと して機能す るサーバ ーに対 して は、 クラ

イ アン トの位置付 け となる。 メ タデー タの フォーマ ッ ト ・日付(期 間)・ セ ッ トを指定

して要求 を発行 し、 リポ ジ トリの なか か ら選択 的にメ タデー タをハ ーベス トす るこ とが

で きる ものであ る。

なお、比較 的変 更が少 ない小 規模 の メ タデ ー タコ レクシ ョンをOAI-PMHに よ り公 開

す るための簡単 な方法 と して、デー タプ ロバ イダが リポ ジ トリとなるサーバー を設 け な

くと も、XMLフ ァ イル を用意 して、OAI-PMHの6種 の要求 を処 理 で きる静 的 リポジ ト

リゲ ー トウェイ を介 して、XMLフ ァイル に対 す るOAI-PMHア ク セ ス を可能 にす る仕 様
ゆ

も提供されている。(図1参 照)

(2)OAI-PMHに お ける6種 の要 求 と応答 のや りと り

デ ー タプロバ イダに対す るサー ビス プロバ イ ダか らの要 求は、HTTP要 求 として表現

され る。要求 の送信 には必ずHTTPのGETま た はPOSTメ ソ ッ ドを使用 す る。(こ のため、

リポ ジ トリはGET・POSTの 両 メ ソ ッ ドをサ ポー トす る必要 があ る。)

す べ ての要 求 は、 リポ ジ トリ と して機 能す るHTTPサ ー バ ー を特 定 す るベ ースURL

(ホ ス ト名 ・ポー ト番号 ・パ ス を含 む)と 、verbニ(要 求)と い う形 を とるキー ワー ド

引数 か らなる。 キ ー ワー ド引数 にお いて は次 の6種 類 の動 詞(verb)が 用 い られ る。

(キ ー ワー ド引数が複 数あ る場合 は`&'で つ ながれ る。)こ の うち、a.～c.は リ ポジ ト
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リに関す る情報 の要 求で あ り、d.～f.は メ タデー タ ・ハ ーベ ステ ィ ングの要求 であ る。

a.Identify以 外 において は、 引数 を指定 して条件 をつ けるこ とがで きる。

表1に 、OA【-PMHの 要 求 におけ るverb種 別 と引数の対応 を示す。

◎:必 須である引数

○:任 意に指定可能な引数

口:排 他(exclusive)の 引数

引数

塁
巴
讐

b

邑
×

鐘 0

日

巨
匹
募

監
rn

器釜

日

9
0

0

蚕

verb

a.Identify 一 一 一 一 一 一

b.ListMetadataFormats 一 一 一 一 O 一

c.ListSets 一 一 一 一 一 口

d.ListRecords 0 0 0 0 一 口

e.Listldentifiers 0 0 0 0 一 口

f.GetRecord 0 一 一 一 0 一

表1:0Al-PMHの 要 求におけるverb種 別 と引数

a.Identify:当 該 リポ ジ トリに関す る情 報 を取得す る。

引 数 な し。応 答 と しては、 リポジ トリの名 前 ・ベ ースURL・ サ ポー トしているOA[-

PMHバ ー ジ ョン ・リポ ジ トリが 削除済 み レコー ドの概 念 をサ ポー トす る方法(no

/transient/persistent)等 が 返 される。

b.ListMetadataFormats:リ ポ ジ トリで入手 可能 なメ タデー タの フォーマ ッ ト種類 を

取得 す る。

引 数 にア イテ ムの識別 子(identifier)を 指 定す る と、 当該 アイテ ムで利 用可 能 な

フ ォーマ ッ トに限定 で きる。

c.ListSets:セ ッ ト構 造 を取得 す る。(応 答 内容 をListRecords/Listldentifiersで 利 用)

d.ListRecords:リ ポ ジ トリか らレコー ドをハ ーベス トす る。

引 数 にセ ッ トの メ ンバー(set)や 日付(from/unti1)等 を指 定す る ことで、 条件 に

合致 す る ものだけ をハ ーベス トで きる。

e.ListIdenti血ers:ListRecordsの 簡 易 版で、 レコー ド中のヘ ッダーのみ を取得 す る。

引 数 にセ ッ トの メ ンバー(set)や 日付(from/unti1)等 を指 定す る ことに よ り、条

件 に合 致す る ものだ けをハーベ ス トで きる。

f.GetRecord:リ ポ ジ トリか ら個々の レコー ドを検索 し取得す る。

引 数 には、 レコー ドの要求先 とな るアイテムの識別 子(identifier)と 、 そ の レコー
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ドに含 まれ るメ タデー タの フォーマ ッ ト(metadataPrefix)を 指 定す る。

なお、要求 に対 す る応 答 はHTTP応 答 の形 をと り、ユ ニ コー ドのUTF-8表 記 を使用 し

てXMLコ ー ド化が され る。応 答 の リス トサ イズが大 きい場合 には、 フロー コ ン トロー
zo)

ル用 トー ク ンに引数"resumptionToken"が 用 い られ る。 また、 エ ラー または例外状 況

が発 生 した場合 は、HTTPStatus-Codesと は 別 にOAI-PMHエ ラ ー もXML形 式 で送信 され

る。

(3)OAI-PMHの プ ロ トコル特性

先述 の とお り、OAI-PMHフ レ ーム ワー クの参 加者 とい うの は、少 な くと もデ ー タプ

ロバ イダであ りさえすれ ばよ く、必ず しもサ ービスプ ロバ イ ダであ る必 要 はない。 また、

デー タプロバ イダの運営す る リポ ジ トリに求め られるの は、 あ らか じめ定め られたわず

か6種 の要求 を処理 す る機能 を有す るこ とで ある。 メ タデー タフォーマ ッ トに関 して最

低 限の相 互 運用 性 を保 つ ため に対 応 が必 須 とされ てい る のは、DCMI(DublinCore
21)

MetadataInitiative)に よ っ て 提 唱 さ れ た シ ン プ ル ・ダ ブ リ ン コ ア(DCS:SimpleDublin

　ラ

Core)の1種 類のみである。そ して、 リポジ トリ内の情報管理(更 新 ・削除等)機 能

はOAI-PMHの 範躊ではないこととともに、あくまでもメタデータをや り取 りするので

あって、メタデータが指し示す資源本体のや り取 りを行う機能はない。

OAI-PMHの 特筆すべ き点はこうした簡潔性にあ り、HTTPお よびXMLと いったウェ

ブ技術標準 を用いていることともあわせて、メタデータの流通のためにOAI-PMHを 採

用 してこの枠組みに参加 しようとする際の障壁を低 くしているといえる。

(4)OAI-PMHと ダ ブ リンコア との関係

OAI-PMH制 定 の 目的が、 多種多様 な リポ ジ トリ間の シーム レス な相 互運用 を可 能 に

す るこ とであ ったか ら、 どの ようなデー タプロバ イ ダによって提 供 されるメ タデー タレ

コー ドを もサー ビスプ ロバ イダがハーベ ス トしうる ことが優先 事項 となった。 その実現

の ため に、OAI-PMHで はDCSへ の 対 応 を必 須 条件 と して い る。 しか しこの こ とは 、

OAI-PMHに よ ってDCSを 包 括 的 に支持 す るこ とを意 図す る もので はない、 とColeら は
　ヨラ

指摘 している。

DCSがOAI-PMHの 一一部 をなす わけで はな い(ま たその逆 で もない)の で、DCSの 仕

様 変 更がOAI-PMHへ 影 響す る こ とが ない よ うに考慮 され てい る し、使用 す るメ タデー

タフ ォーマ ッ トの 選択 はOAI-PMHを 使 用 す る コ ミュニ テ ィ に委 ね られて い る。 また

DCS以 外 の複数の メ タデ ータフ ォーマ ッ トも併せ て使用可能 であ るが 、DCSに せ よ、そ

れ以 外 の メ タデー タフ ォーマ ッ トも使 用 す る にせ よ、OAI-PMH外 部 へ の参 照 に よ る
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XMLス キーマを使 って有効 と認められる特定のメタデータフォーマ ットをもつ ように

定義することを、OAI-PMHは 義務づけているだけである。こうした設計の柔軟性 もま

たOAI-PMHの もつ特徴のひとつであり、強みである。

DCSは 、情報資源の発見 と利用にむけて、記述的メタデータをより広 く共有す るため

の汎用的な、そして最小公分母的なメタデータフォーマ ットであって、あ らゆる種類の

コンテンツのために適用できる。 しかし、メタデータの利用 目的に対 して、必ず しも常

に十分に応えうるものではない。図書館コミュニティで広 く使われるMARCフ ォーマ ッ

ト等 とDCSを 比較すると明らかであるが、DCSで はタイ トルや作成者 といった大 まかな

項 目を定めるのみであ り、 タイ トルであれば主なタイ トルと副次的なタイ トルをどう区

別す るか、複数の作成者 をどう区別す るか、作成者 と所属機関をどう区別するか、と

いった詳細 は定めていない。例えば、作成者の名前と所属 を記述する場合にこれらを一・

まとめにして書いて しまうか、あるいはデータの中に属性 を埋め込んで区別するしかな

い(構 造的にあらわすことができない)等 のことから、DCSを 用いた検索では、細分さ
　の

れたデータ要素をもとにした検索システムを実現する上で制限が生 じる。DCSは 、それ

単独で資源の記述 を行うというよりは、異なるメタデー タシステムの相互交換のための
　らラ

受け皿 となる役 目を主 として負 っていると考えられる。

OAI-PMHに おけるDCSの 存在が、相互運用性の確保 という点のみならず、特に初期

段階でOAI-PMHの 実装と展開を助けたとい う評価 もある。一方、DCSが 専門的に特化

した用途 には適 しに くいために、多 くのコミュニティでは異なったメ タデータフォー
　の

マ ッ トが必 要 と認 識 してい る とい う指摘 もあ る。実 際 にOAI-PMHを 利 用 す る多 くの

デー タプ ロバ イダ とサー ビス プロバ イ ダで は、DCSに 加 えてそれ以外 の、 よ り表現 力豊

か なメ タデー タフ ォーマ ッ トも用 い られてい るこ とが多 い。 コ ミュニテ ィ内部 ではそ れ

ぞれ の領域 の特有性 にあったメ タデー タフォーマ ッ トを用 い、 コ ミュニテ ィ問にお ける

情 報流 通 の ため にはDCSを 用 い る、 そ してDCSの レベ ル にお い て異 なる メ タデ ー タ

フ ォーマ ッ ト問の差異 を吸収 してい くとい うこ とを、OAI-PMHの 設 計 思想 はあ らか じ

め織 り込んで いるのであ る。

(5)OAI-PMHと 横断的検索機能の実現

OAI-PMHで のメタデー タ ・ハーベスティングに際して指定できる条件は、 日付範囲

や部分集合の指定であり、文字列検索等はOAI-PMHに おいて実現される機能ではない。

複数 リポジ トリの横断的検索の実現は、実際にはメタデータ ・ハーベスティング以降の、

メタデータの活用方法次第であるといえ、直接的な横断検索 とは異なる。

各種のデジタル ・アーカイブや リポジトリ等に関するポータルサイ トで横断的検索機

能を実現するのに用いられる方式 としては、OAI-PMHを 含め複数のパ ターンが考 えら
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れる。各方式は用いられる規約や技術の目的とするところが異 なるため単純に比較でき
27)

るもので はな いが、Coleら は この うちZ39.50(お よ びSRU)を と りあ げOAI-PMHと の

違 い をま とめ て提示 した上で、"OAI-PMHに よ りハ ーベ ス トされ集成 された メタデー タ

の ロー カルな コ レクシ ョンを検索 す る と同時 に、一斉 同報(broadcast)型 の 検索 で別

のデ ータプ ロバ イ ダ(の セ ッ ト)に 問 い合 わせ をかけ る とい う、ハ イブ リッ ドな リポ ジ

トリ横 断検索 サー ビス を構 築す るの は、 まった く可 能なの であ って有効 であ る。"と 指
28)

摘 している。
29)

その具体的事例 としては、国立国会図書館デジタルアーカイブポータル(PORTA)

がまさしくそれを実現 している といえる。PORTAと は、国立国会図書館が保有するデ

ジタル ・アーカイブをはじめ、国や公共機関、民間機関などが保有するデジタル情報を

横断的に検索で きる情報検索ポー タルサイ トである。PORTAで は、他機関の保有する

コンテ ンツの情報を検索可能 とするにあたって、あ らか じめ連携先か らメタデー タを

ハーベス トしてお き検索に供する方法 と、エン ドユーザーが検索を行 うたびに連携先へ

の横断検索 を行 う方法を設けている。前者のメタデー タ ・ハーベスティングではOAI-
　　 　ラ

PMH・RSS・FTP、 後 者の横 断検索 で はZ39.50・SRW/SRU・OpenSearchが 用 い られ る。

なお、PORTAで 持 つ メ タデ ー タは、DCSにPORTA用 の拡 張 を加 えたDCNDL_PORTAと
ヨ　ラ

い うメ タデー タフ ォー マ ッ トを用 い、OAI-PMHに よ る他機 関 とのメ タデー タ交換 には、

ゆ

DCSの 他 にNIIの 策 定 したjunii2(後 述)も 利用可 能 と してい る。

表2にOAI-PMHとZ39.50/SRUと の比 較 を示す 。

4.OAI-PMHに よ るメ タデ ー タ ・ハ ーベ ス テ ィン グお よび メ タデ ー タ活用

の 具体例

い まや機 関 リポジ トリにお け るデ ファク ト ・ス タ ンダー ドに なって いるOAI-PMHで

あ るが 、OAIの 運 動発 祥か らOAI-PMHの 制 定 を経 て、 主 に欧 米で はOAIster等 の 大 きな
ヨの

プロジェク トが推進され、OAI-PMHに 対応 した各種 ソフ トウェア、ツールの開発 も進

んだ。そうした状況に比 して、日本ではこの数年で機関 リポジトリ設立の動きが非常に

活発にな り、OAI-PMHは 基盤を支 える一一技術 としてあまり意識 されることはないまで

も、活用 される範囲を広げている。

先にあげた国立国会図書館のPORTA以 外 に、国内での実用例 として代表的なものに

以下があ り相互の連携 も広めつつある。
ヨらラ

・GeNii:国 内 の機 関 リポ ジ トリに保 管 された コレクシ ョンの検索 、横 断 的検 索の実現 。

NIIで は 、国 内の機 関 リポ ジ トリか らメ タデ ー タをハ ーベ ス トし、 国 内外 の有用 な

学術情 報資源 との連携 を可能 とす る ことを 目標 とした プ ラッ トフォーム 「NII学 術 コ
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OAI-PMH 239.50/SRU

規約の目的 メ タデー タをハ ーベス トす

るための規約。

デ ータの検索(お よび収

集)の ための規約

システム構成のタイプ 中央集中型 分散型

システム実装の難易度 単 純 な規 約 な の で 、 実 装

(システム構築)し やすい。

多 くの機能を盛 り込んだ規

約であるため、コス ト面や
技術面でも実装が容易でな
い部分がある。

検索に関する機能タイプ 日付 範囲や部分集合 の指定

に よる選択 的 メ タデ ー タ ・

ハ ーベステ ィ ングの機 能 は

あるが、検索の ための設計

では ない 。(ハ ーベ ス ト後

のメ タデー タに対 して索 引

デー タを生成 した上 で横 断

的検索 に用い るこ とがで き

る)

任 意 かつ直接 的 な リアル タ

イム検索 を、各 デー タプ ロ

バ イダにおいて行 う。

情報鮮度 各 デー タプロバ イダにお け

る最新 の情報 を反 映 してい

ない。メ タデー タのハ ーベ

ステ ィング頻度 に より陳腐

化 の度合いが異 なる。

各データプロバイダより提

供 される最新 の情 報であ
る。

横断的検索の実行に関す

る制御

検索条件の解釈 と実行は、
サービスプロバイダによっ

て行われる。また検索対象

に用いるメタデータに対し

て、事前の標準化等の調整

が可能である。

検索条件の解釈 と実行は、

検索先の各データプロバ イ
ダによって行われる。デー

タプロバイダには実装の柔

軟性が認められている(す
べてを実装した商用システ

ムはないとされている)の

で、横断検索における方式

の一貫性が保証されるとは

限らない。

横断的検索におけるエン
ドユーザーへの応答の制

御(と 制限)

多 数の検索対象 を設 定 して

も、 レスポ ンス時 間はエ ン

ドユ ーザー とサ ー ビスプ ロ

バ イダ間だ けの 問題 であ る

が 、 どれだ けの検索対 象 を

準備 しうるか はサ ー ビス プ

ロバ イ ダの システム性 能 に

よる。

また、横 断的検索結 果の統

合(ソ ー トやマ ージ)が 可

能 である。

エ ン ドユ ーザーへ の レスポ

ンス時間は、検索 イ ンター

フェース を提 供す るシステ

ムだけでは な く、検索 先の

各 デー タプ ロバ イダのシス

テム性 能や到達経路 の状 況

に影響 を受ける。

また、横 断的検索結果 の統

合 は、 実際上実現 困難 であ

る。

表20Al-PMHとZ39.50!SRUと の 比 較
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ン テ ンツ ・ポー タル」(GeNii)を 提 供 して いる。機 関 リポ ジ トリか らハ ーベス トし

た メタデー タは 「学術機 関 リポ ジ トリデ ータベース(IRDB)」 に格納 され、そ の横 断

的 検索 機 能 をGeNiiの 一一コ ンポ ー ネ ン トで あ る 「学 術 機 関 リポ ジ トリポ ー タル」
　ラ

(JAIRO:JapaneseInstitutionalRepositoriesOnline)で 実 現 し て い る 他 、 「NII論 文 情

37)

報ナビゲータ」(ciNii)で も2008年10月 か ら、国内の大学 ・研究機 関の機関リポジ ト

リに収載 された学術論文を、学協会刊行物 ・大学研究紀要 ・国立国会図書館の雑誌記
ヨ　　

事索引 デー タベ ース等の学術 論文情報 とあわせ て検 索す るこ とが可能 とな って いる。

また、JAIRO・CiNiiに 同 じくGeNiiの 一 コ ンポー ネ ン トで あ る 「NII図 書 情報 ナ ビ
39)

ゲ ータ」(WebcatPlus)で は 、2008年9月 よ りPORTAか らOAI-PMHを 介 して 「近代

デ ジタル ライブラ リー」掲載 コンテ ンツの メタデー タを取 り込 んで、 リンクを生 成す
ao)

る機 能 を備 えて いる。 さらに、2009年10月 よ り、CiNii・JAIROがPORTAの 検 索対 象

に加 わ ってお り、双 方 向での連携 となって いる。(双 方 と も、サ ー ビス プロバ イダー

で あるだ けで な く、 デー タプ ロバ イ ダ としてOAI-PMH対 応 の外 部 イ ンタフ ェース も

備 えている。)

こ れ らの シス テム構築 ・連携 に先立 って、NIIで は ダブ リ ンコアを学術 論文用 に拡

　り

張 した独 自の メ タデ ー タフォーマ ッ トjunii2を 策 定 してお り、NIIに よ るメ タデー タ ・

ハ ーベス テ ィングの要件 と してOAI-PMHの 全 て の仕 様 に準 拠 す るこ とに加 え、 メ タ

　　ラ

デー タフ ォーマ ッ トとしてjunii2を サ ポー トす る こと としてい る。

なお、2009年12月 にNIIは メ タデー タ フォー マ ッ トjunii2の 各 デー タ要 素の説 明 と入
　ヨラ

力 例 を提 示 した 「junii2ガイ ドライン(案)」 を公 開 した。そ れ まで は、 各機 関 リポ ジ

トリのメ タデー タか らjunii2用 の メ タデー タを出力す る にあた り、junii2側 の 記述 方法

が詳述 されて いなか った。結 果 と して各 機関 リポジ トリか らハーベ ス トしたデー タの

記述 が統一 されず 、GeNii等 の サー ビス基 盤 を効果 的に使 えない とい う問題が あった

ため、 これ を解決 す るためガ イ ドライ ン(案)を 作 成 ・公 開 し、意見 を募 っている も
　の

ので ある。

図2に 、NIIに よ るメ タデ ー タ ・ハーベ ス ティ ング とその他 サー ビス の連携 に よる

メタデー タ流通 のイメー ジを示 す。

　ゆ

・AIRway:機 関リポジ トリ等に収容 されたオープンアクセス文献への、リンクリゾル

バによるナビゲーションを実現。

NIIに よる研究開発プログラム 「次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業」の援助

をうけ、 リンクリゾルバを通 じた機関リポジ トリ収録文献の所在解決の取 り組みを北

海道大学などがすすめている。AIRwayは 、OAI-PMHに よって各機関リポジ トリの収

録文献情報をハーベス トし、OpenURLを 通 じた文献所在解決を行 う。
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エ ン ドユ ーザ ー OAI-PMHサ ー ビ ス プ ロバ イ ダ:NII OAI-PMHデ ー タ プ ロ バ イ ダ

God

(NII以 外 の)各 種検索サー ビス等 リンキングサー ビス

IRDB(学 術 機関リポジ トリデータベース):

機 関リポジ トリか らハーベス トしたメタデータを収容。それ らの統計分析情報を 「IRDB

コ ンテ ンツ分析 システム」で提供 している。ハーベス トされたメタデータはGeNii・

JAIRO・CiNiiで 検 索可能である他、PORTA・AIRwayに 対 して もOAI-PMHを 介 して提供

する。

GeNii(NII学 術 コ ンテ ン ツ ・ポ ー タ ル):

NIIが 提 供 す る 各 種 学 術 情 報 サ ー ビ ス お よ び そ の 他 の 情 報 と も 連 携 を 図 る プ ラ ッ トフ ォ ー

ム 。 コ ン ポ ー ネ ン ト と してJAIRO・CiNii・WebcatPlus等 が 含 ま れ る。

JAIRO(学 術 機関リポジ トリポー タル):

IRDBに 収 容されているメタデータの横断的検索機能と、利用統計情報等 を提供する。

CiNii(NII論 文情報ナビゲー タ):

「資料 タイプが論文系で本文がある」場合 に限ってIRDBの メ タデー タを、学協会刊行

物 ・大学研究紀要 ・国立国会図書館の雑誌記事索引デー タベース等の学術論文情報 とま

とめて検索する機能を提供する。

PORTA(国 立 国会図書館デジタルアーカイブポータル):

CiNii/JAIROを 統 合検索の対象 とするため、OAI-PMHを 介 してメ タデー タを取 り込む。

(なお、図中か らは省いたが国立国会図書館の近代デジタルライブラリーか ら、GeNiiの

コ ンポーネントであるWebcatPlusへ の メタデータ連携 もある。)

図2Nllに よ るメタデータ ・ハーベスティングと

その他サービスの連携によるメタデータ流通

251



大手前大学論集 第10号(2009)

対 応 する リ ンク リゾ ルバ はExLibris社S・F・X及 びOCLCWorldCatLinkManagerで
ゆ

あ る。 他 方 、機 関 リポ ジ トリがAIRwayサ ー バ ー に連携 す るた め の要件 と して は 、

OAI-PMH準 拠 以外 に、a)す べ ての アイ テムが文献 本体 を伴 うこ と、 または文献 本

体 を伴 うアイ テ ムの識 別 が可 能で あ る こ と、b)DCSま た はjunii2い ず れか の メ タ

デー タフ ォーマ ッ トでハ ーベス トが可 能であ るこ と、 とされてお り、b)に 関 して は、
　　ラ

新 フ ォーマ ッ トairwayの 追 加 が準備 中 となってい る。現 在の ターゲ ッ ト先機 関 リポ ジ

トリは 日本国 内のみ にと どま らず、 アメ リカ ・イギ リス ・ドイ ツ ・イ ン ド ・オース ト
　　ラ

ラリアに もお よんでい る。

また、 リ ンクリゾルバ との連携方 式 と して、現在 のOpenURLリ ク エス トをAIRway

サ ーバ ー に送 りリゾルブす る方式 に加 えて、AIRwayサ ー バ ーが保有 す るメ タデー タ

をOAI-PMHを 用 い てあ らか じめハ ーベ ス トす る方 式 につ い て も検討 す る予 定 との こ
49)

とである。

AIRwayは 、 コンテキス トに依存 した文献所在解決を、従来はリンクリゾルバの対

応範囲から外れていた機関リポジ トリにまで拡大 した。さらには、 リンクリゾルバに

よらない応用的活用 も可能 と考えられる。国際連携 を見通 した取 り組みであることも

含め、今後の展開が注 目される。

図3に 、AIRwayに よる機関 リポジ トリ内 コンテンツへのナビゲーションのイメー

ジを示す。

5.お わ りに

今後学術機関がデジタル情報 を発信するとき、広 く資源を発見されやす くするために

は、個々の資源 にメタデータを付 し、かつそれ をOAI-PMHに 準拠 したうえで、メタ

データ共有ネッ トワークに組み入れることが重要な戦略になると思われる。資源発見の

ためのメタデータ共有の仕組みとして、OAI-PMH準 拠 にす ることは全世界に対 して発

信で きる相互運用性 を備えることとなる。特に機関リポジ トリでは、提供する情報が、

それを必要とする利用者に見出されるためのナビゲーション(集 客)を リポジ トリ自身

の外に拡大することになるので、その利するところは大 きいといえる。

しかし、OAI-PMHに よりメタデータを流通 させる対象は、学術研究に関わるコミュ

ニティ、あるいは同一の主題分野に関わるコミュニティだけとは限らない。例えばある

コミュニティでは既にできあがっている精密なメタデータ構造の規定があったとしても、

OAI-PMHは 、メタデータの流通においてその内容や質的保証を行 うものではない。異

なるコミュニティ、異なるシステムを束ねていくことにOAI-PMHの 目的があるか らこ

そ、先にも述べたようにその間においてメタデータを流通させ るための最低限の要素を
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リンクリゾルバ:

文 献デー タベースで検索 した結果か ら本文への適切 なリンクを生成するシステム。複数

あ る電子ジャーナル提供サー ビス等 の中か ら、 コンテキス トに依存 した リンク付 けを

行って最適 コピーへのアクセスを導 く。

AIRwayと の システム問連携 を行 うことによ り、利用者が電子ジャーナル購読 ライセ ンス

を持たない場合 にも、機関 リポ ジ トリ内 に該 当の文献があれば機 関リポジ トリへ導 き、

最適コピー提供サー ビスの機能を向上できる。

AIRway

リ ンクリゾルバに対 し、機 関リポジ トリに関する追加の情報源機能を果たす。

機関リポジ トリを運営する大学 ・研究機 関は、OAI-PMHに よってAIRwayヘ メ タデータ提

供 を行 うことにより、Google等 の イ ンターネ ットサーチエ ンジンやCiNii等 のOAI-PMH

サ ー ビスプロバイダか らの利用者に加 え、 リンク リゾルバ利用者 を迎え入れることがで

きる。

なお、NIIに よって国内の機 関 リポジ トリか らハ ーベ ス トされた メタデー タを、OAI-

PMHを 介 してIRDBか ら取 り込んでいる他、 アメリカ ・イギ リス ・ドイツ ・イン ド ・

オース トラリアの機関リポジ トリからもメタデータをハーベス トしている。

図3AIRwayに よる機関 リポジ トリ内コンテンツへのナビゲーシ ョン
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定 め てい るに過 ぎないので あ る。 なお、PORTA・GeNii・AIRwayの 例 に もみ られる よ

うに、 メ タデー タ活用 のバ リエー シ ョンにあ わせ て メタデー タフォーマ ッ トが拡張 され

てい くこ とはあ る程 度避 け られない。 だが、 メタデー タフ ォーマ ッ トの拡 張 は相互 運用

性 とはバーターになる部分 もあ り、相互運用対象を特定コミュニティとした場合にさえ

も軽視で きない問題 を抱 えてい くことになる。メタデータ記述のための語彙セッ トや

データ構造の規定だけでは解決しない、古 くて新 しい課題 というものが浮かび上がって

く る 。

日本での学術情報にかかわるメタデータ流通はここ数年で目に見えて活性化 してきた。

その狙いとしてはやは り学術情報の発信 ・情報資源の活用機会拡大 といったところに重

きがある。そうしたことのためにより質の高いメタデータの活用ということを考えると、

メタデータフォーマットが どうあるべ きか、およびその記述内容 ・質的水準に関わる規

定等についてはどうあるべ きか、それ らについてどのように議論を形成 してい くか、が

引き続 き問題となる。
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